
川
崎
メ
カ
ニ
ズ
ム
認
証
制
度
と
は

■ライフサイクル全体（原材料調達から廃棄・リサイクル
まで）でCO2削減に貢献する川崎発の製品・技術等を
評価し、広く発信することを通して地球温暖化対策を
図ります。

■川崎発の製品・技術等が川崎市域外で温室効果ガスの
削減に貢献する量を、「域外貢献量」として定量的に評価
します。

川崎メカニズム認証制度とは

■  ライフサイクル全体でのCO2削減効果の考え方を普及
させることにより、川崎市全体の環境意識・スキルの
向上を図ります。

■  地球規模で温室効果ガスの排出削減に貢献している事
業者が、市場で適切に評価される仕組みづくりを推進
します。

域外貢献量を認証するにあたり、次の事項の妥当性等を「域外貢献量算定ガイドライン」等に基づき審査します。

目　的

■ 域外貢献量算定にあたっての基本的な条件

　 ○ ライフサイクル全体での削減効果

　 ○ 川崎市域外での温室効果ガスの削減貢献

　 ○ 独自性・先進性等

■ 申請時のポイント
・応募製品・技術等及び機能単位の設定
・評価バウンダリ（算定を行う範囲）の設定
・削減寄与率（市内事業者による貢献度）の設定
・市域外への普及量の把握
・各種データの収集

メカニズムの認証を
受けると…

メカニズムの認証を
受けると…

認証基準

事業活動地球温暖化対策計画書・結果報告書への反映のイメージ
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● ライフサイクル評価に基づく：638kg-CO2/台　 市域外での正味の削減量
● 削減寄与率：10％
● 市域外普及量：2016年度 5,000台
　　　　　　　　 2017年度 2,000台
　　　　　　　　 2018年度 1,000台
　　　　　　　　 2019年度以降  0台
● 耐  用  年  数：3年

❶普及した全ての当該製品の削減効果が耐用年数
　 まで継続するとみなす。
❷算定した域外貢献量を耐用年数で割った値を
　 反映する。
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報告書への
反映数値

排出量

反映前 反映後

事業者排出量事業者排出量事業者排出量 事業者排出量事業者排出量事業者排出量

域外貢献量を評価

域外貢献量のイメージ

川崎メカニズム認証結果

○○○○株式会社 殿

川崎メカニズム認証制度における域外貢献量等の認証について

次のとおり認証する

２０○○年 月 日

低ＣＯ２川崎ブランド等推進協議会

会 長 ○○ ○○

川崎市域内 川崎市域外

川崎市内企業の
製品等がCO２
排出削減に貢献

ライフサイクルでのCO２排出削減に
貢献する製品等の川崎市域外への普及

川崎市域外の貢献を「域外貢献量」として
川崎市域内で評価

●展示会などで、全国に向けて情報発信
●ホームページやパンフレットなどでの広報
●川崎メカニズムロゴマークの使用
●事業活動地球温暖化対策計画書・結果報告書への反映

● 認証製品・技術等のPRやCSRへの取組への活用
　 ＊  域外貢献量認証過程で算定することが可能な1製品あたりの削減量

「ライフサイクルCO2削減量」をPRに御活用ください。

＊ 域外貢献量を調整後排出量へ反映することができます。  
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■海外の中央銀行や現金処理センターに設置され、銀行券
（紙幣）の計数、正損検知、真偽判定、方向揃えを行う装置

ｖ
■高効率デバイスの採用や最適制御による省エネルギー化、
搬送パスの簡略化などのコンパクト設計によりCO ₂排出量
を削減

■軟弱地盤や地震などが原因で、沈下や段差が発生したコンクリート床を、壊さずに短時間で
修正する工法。
■沈んだ床に小さな孔を空け、床下にウレタン樹脂を注入。ウレタン樹脂の発泡圧力で、床下か
らコンクリートを押し上げて修正。

製品・技術の概要

先進性・独自性等

■塩化ナトリウム水溶液を電気分解して水素、塩素、苛性
ソーダを生成する際に使用される陽イオン交換膜。
■イオン交換膜の世界シェアNo .1。

旭化成株式会社

製品・技術の概要

イオン交換膜「Aciplex™（F7001）」

域外貢献量　1.15×106 トン（CO₂換算）
製品使用年数　4年間

域外貢献量の算定時に比較した製品・技術等
同社旧製品のイオン交換膜

製品・技術の概要

先進性・独自性等

アップコン株式会社

製品・技術の概要

コンクリート床スラブ沈下修正工法
「アップコン」

域外貢献量　2.32×103 トン（CO₂換算）
製品使用年数　50年間

域外貢献量の算定時に比較した製品・技術等
コンクリート打替え工法

製品・技術の概要

先進性・独自性等

域外貢献量　9.53×102 トン（CO₂換算）
製品使用年数　10年間

域外貢献量の算定時に比較した製品・技術等
同社旧製品の銀行券鑑査機

東芝インフラシステムズ株式会社　小向事業所
銀行券鑑査機（FS-2000）

川崎メカニズム認証制度
2021年度認証結果

■既存のコンクリート床を解体せずに修正を行うため、従来の打替え工法と比較して、新たに調
達及び廃棄する鉄筋・コンクリートの削減することや、大型重機を使用しないため、排気ガス
量を削減することで、ＣＯ₂排出量を削減。

■高成膜技術および使用ポリマーの性能向上により、電解電圧を低減し、使用段階での更なる
省エネルギー化を実現したことで、ＣＯ₂排出量を削減。
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